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・現状 ○要因 ◎対策 

１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

(1)  授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか（質問小中 32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度 児童・生徒質問調査結果の概要と分析 
 

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小学校

では同程度、中学校では減少傾向にある。 

・肯定的に回答している児童生徒ほど、各教科の正答率やスコアが高い。 

〇課題の解決に向けて、自分で考えているものの、自らの学びを自覚しながら主体的に取り組むことが

できていないと考えられる。 

◎児童生徒の学びが主体的なものとなるためには、興味・関心を基に課題をもたせたり、活動の見通し

をもつ場を設定したりするなど、学ぶ意欲の向上に努めることが大切である。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
【中学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
【小学校】
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【中学校】 

平
均
正
答
率
（
％
） 

国語 数学 

質問小中 32（授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか）と 

各教科の正答率とのクロス集計 
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【小学校】 
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 (2) ５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料

や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか（質問小中 31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった
発表していなかった 考えを発表する機会はなかった その他
無解答【中学校】

・「発表していた」「どちらかといえば、発表していた」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、
小・中学校とも、大きな変化はない。 

〇各校で、発表の機会を積極的に設けるなど、継続的な取組がなされているものの、複数の資料を
関連付けて読み、考えたことやその理由を表すために必要な事柄を取り上げることなどができ
ていないと考えられる。 

◎自分の考えをうまく伝えるようにするためには、聞き手の立場に立って考える必要がある。その
際には、目的や意図に応じた資料の提示や、適切な文章の構成、展開等について、友達と話し合
って検討した上で、自分の考えを整理して発表する場をあらゆる教科で設定していくことなど
が大切である。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった その他

無解答
【小学校】
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(3) 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付い

たりすることができていますか（質問小中 35）（下線部「広げたりすることができていますか」～R5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない
当てはまらない 話し合う活動を行っていない その他
無回答

【中学校】

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小・
中学校ともに増加傾向にある。 

〇自分の考えをもち、その考えを友達と共有するなどの協働的な学びを取り入れた授業が大切に
されていると考えられる。 

◎自分の考えを深めたり、新しい考えに気付いたりできるよう、自分の考えと友達の考えを比較
し、異同を的確に捉えるための視点を提示することが大切である。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない
当てはまらない 話し合う活動を行っていない その他
無回答

【小学校】
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(4) 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげること 

ができていますか（質問小中 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
【中学校】

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小学校
では約８割、中学校では約７割程度である。 

〇児童生徒が自身の学びを見つめ、振り返る機会を設けるなど、授業改善に取り組んでいると考えら
れる。 

◎分かった点や分からなかった点を見直し、次の学習につなげるためには、まとめと振り返りが重要
である。特に、授業の終末には振り返りの観点を示すことで、児童生徒自身に成長と変容の自覚を促
し、学習意欲の持続につなげることが大切である。 

 



6 

 

(5) 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思いま

すか（質問小中 37）（下線部「ほかの学習で生かしていますか」R5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【中学校】

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去３年間、小・中学
校とも、約８割程度である。 

〇日常生活と関連した問題（課題）提示を工夫したり、連続性のある単元構想を立てたりすることができ
ていると考えられる。 

◎何のために学ぶのかを自覚できるようにするためには、切実感のある学習課題を設定したり、学んだ
ことを他の教科や生活につなげて考える授業展開を工夫したりすることが大切である。 
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２ ＩＣＴを活用した学習状況 

(1) 前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか

（質問小中 28） 

）                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

ほぼ毎日（1日に複数の授業で活用） ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業） 週３回以上

週１回以上 月１回以上 月１回未満

その他 無回答

【中学校】

・ＩＣＴ機器の使用頻度が、「ほぼ毎日」「週３回以上」と回答した児童生徒の割合は、過去４年間、小

学校ではやや増加、中学校では大きく増加している。 

・児童生徒のＩＣＴ機器の使用頻度と各教科の正答率・スコアとの間には一定の関係があり、ＩＣＴ機

器を活用することができると考えている児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアは高い傾向がみられ

る。 

〇学校質問調査の「ＩＣＴ機器をどの程度活用したか」（小中58）も増加傾向にあり、学校・児童生徒

ともに、授業におけるＩＣＴ機器の使用についての必要性が高まり、意識付けられていると考えられ

る。 

◎主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるためには、日常的にＰＣ・タブレット端

末を使用していく段階から、今後はＩＣＴ機器の特性や強みを生かした学習ツールの一つとして取

り扱っていくことが求められる。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

ほぼ毎日（1日に複数の授業で活用） ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業） 週３回以上

週１回以上 月１回以上 月１回未満

その他 無回答

【小学校】
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(2) 学校の授業時間以外に普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）（質

問小中 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校の授業時間以外に、ＩＣＴ機器を使用している児童生徒の割合は、過去３年間、小・中学校とも

大きな変化はない。 

〇ＩＣＴ機器以外の学習ツールで、家庭学習等に取り組んでいると考えられる。 

◎家庭学習を効果的に進めていくためには、ＩＣＴ機器を活用することのよさを見極めた上で、学習計

画・学び方の指導をより充実させていく必要がある。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない １時間以上、２時間より少ない 30分以上、１時間より少ない

30分より少ない 全く使っていない その他 無回答
【中学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない 30分以上、１時間より少ない

30分より少ない 全く使っていない その他 無回答【小学校】
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３ 学習習慣、基本的な生活習慣等 

（1） 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま 

すか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用し 

て学ぶ時間も含みます）（質問小中 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾 

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も 

含みます）（質問小中 19） 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない ３０分以上１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない その他 無回答
【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない ３０分以上１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない その他 無回答
【中学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない その他 無回答
【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない その他 無回答
【中学校】

・平日や休日の家庭学習の時間が「１時間以上」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小・中学校

とも減少傾向にある。 

・文部科学省によると、保護者と勉強について話をしている児童生徒の方が、勉強時間が長い傾向があ

り、児童生徒の学習習慣は、家庭と学校が一緒に形成しているものと考えている。 

〇児童生徒によって、家庭での過ごし方に違いがあり、家庭学習以外に時間が多く使われていることが考

えられる。 

◎家庭学習の充実を図るためには、学校が家庭と連携しながら、家庭学習の内容と質を高める必要があ

る。また、家庭での生活や学習について保護者と一緒に考えることができるよう、保護者用リーフレッ

ト「家庭学習のすすめ」「学校、家庭、地域で育てよう とやまっ子！」等の活用を促すことも大切であ

る。 
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 (3) 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することは 

できていますか（質問小中 16） 

 

 

                                                                               

 

 

 

質問小中 32（授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか）と質問 

小中 16（分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫すること 

はできていますか）のクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

・「できている」「どちらかといえば、できている」と回答した児童生徒の割合は、令和６年度と比べて、 

小学校ではやや増加、中学校では同程度である。 

・授業で、課題の解決に向けて自分から取り組んでいる児童生徒ほど、「自分で学び方を考え、工夫する 

ことができている」と考えている傾向がある。 

〇とやま型学力向上プログラム（Ⅲ期）を踏まえた授業改善の視点である、「自己調整しながら学習を進 

めることができるようにする」ことを意識して授業を行っていることが考えられる。 

◎自立した学習者の育成に向けた取組を進めるためには、自ら思考し、判断・表現する機会を充実したり、 

児童生徒一人一人の学習進度や興味・関心等に応じて教材や学ぶ方法等を選択できる環境を整えたりす 

る必要がある。また、自分で考え自分から取り組むという主体的な学びが更に深まるよう、学び方を考 

えたり工夫したりする学習方法についての指導の充実を図ることも大切である。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまる
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よくしている ときどきしている あまりしていない 全くしていない
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質問33：授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいましたか
質問16：家で自分で計画を立てて勉強していますか×

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない その他 無回答
【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない その他 無回答
【中学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまる

当てはまる

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか

質問32：授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいましたか

質問16：分からないことや詳しく知りたいこ

とがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか
×

授
業
で
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
か

【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまる

当てはまる

できている どちらかといえば、できている どちらかといえば、できていない できていない

質問32：授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいましたか ×

質問16：分からないことや詳しく知りたいこ

とがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか

授
業
で
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
か

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか

【中学校】
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４ 挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感 

(1) 自分には、よいところがあると思いますか（質問小中５） 

(2)  

(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問小中 32（授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか）と 

質問小中５（自分には、よいところがあると思いますか）のクロス集計 

 

 

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小・中
学校とも増加傾向にある。 

・「課題の解決に向けて、自分から取り組んだ」と「自分には、よいところがあると思う」のクロス集
計において、両者には相関関係があり、主体的、対話的で深い学びが児童生徒のウェルビーイングに
影響を与えている可能性があると考えられる。 

〇質問（小中６）「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思いますか」に対しても、「当ては
まる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、増加傾向にある。教師によ
る肯定的な評価によって、自己を肯定的に認めることができるようになったのではないかと考えら
れる。 

◎児童生徒自身が有意義で充実した学校生活を送るためには、よりよい人間関係を構築し、自己肯定
感、自己有用感を高めることができる指導を引き続き行っていく必要がある。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまる

当てはまる

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

自分には、よいところがあると思いますか
授
業
で
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
か

質問32：授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 質問5：自分には、よいところがあると思いますか×【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまらない

どちらかといえば、

当てはまる

当てはまる

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

【中学校】 質問32：授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか × 質問5：自分には、よいところがあると思いますか

自分には、よいところがあると思いますか授
業
で
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
か

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【中学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【小学校】
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(2) 将来の夢や目標を持っていますか（質問小中７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、過去５年間、小学校
ではやや増加している。中学校では減少傾向にあったが、本年度は増加に転じた。 

〇各学校で、総合的な学習の時間における職業調べや地域で働く人の講演会、企業見学の実施や「社会
に学ぶ『14歳の挑戦』」（中学校のみ）による体験活動等を生かし、自分の将来像について考える機会
が充実しているのではないかと考えられる。 

◎児童生徒が自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための力、自らの可能性を発揮
し未来を切り拓いていく力を育むためには、発達の段階に応じた取組を進めていくことが大切であ
る。今後も引き続き地域の協力を得ながら職業体験の機会を充実することや、生き方を選び取るプロ
セスを学ぶキャリア教育の視点を取り入れることも必要である。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

富山（R4）

富山（R3）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
【中学校】
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(3) 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか（質問小中 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「よくある」「ときどきある」と回答した児童生徒の割合は約９割である。過去３年間、小・中学校と
も増加傾向にある。 

〇質問（小中11）「人の役に立つ人間になりたいか」、（小中14）「友達関係に満足しているか」の割合も
同様に微増している。他者とのよい関わりも幸せを感じる要因になっているのではないかと考えら
れる。 

◎児童生徒が多様な他者と協働することの楽しさや成就感を味わい、自分らしさを発揮できるように
するためには、協働的な学びの中で、多様な他者との関わりが自分のよりよい生活を構築するために
必要であることを味わうなど、ウェルビーイングの向上を目指していくことが大切である。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

よくある ときどきある あまりない 全くない その他 無回答【小学校】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R7）

富山（R6）

富山（R5）

よくある ときどきある あまりない 全くない その他 無回答
【中学校】


